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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第51期
第３四半期
連結累計期間

第52期
第３四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日

自  平成23年12月１日
至  平成24年８月31日

自  平成22年12月１日
至  平成23年11月30日

売上高 (千円) 13,376,865 12,201,266 17,630,592

経常利益 (千円) 1,862,075 980,291 2,494,443

四半期(当期)純利益 (千円) 1,351,750 331,361 1,539,292

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,283,993 948,913 325,212

純資産額 (千円) 46,707,687 45,934,607 45,748,882

総資産額 (千円) 49,182,194 48,082,923 48,887,630

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 62.13 15.56 71.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 95.0 95.5 93.6

　

回次 第51期第３四半期連結会計期間 第52期第３四半期連結会計期間

会計期間
自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年６月１日
至  平成24年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 16.97 10.59

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第51期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したもの

であります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、不安定な欧米経済とそれによる中国の輸出品生産が低調

に推移したことから不透明感高い推移となっております。このような全般の動きから、当社製品への需

要の回復にも力強さが感じられない状況が続いています。

  このような中、当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比8.8％減となる12,201百万

円となり、営業利益は、同52.4％減となる826百万円となりました。 

  当社は、厳格なコスト削減活動や新たな高品質製品の投入により業績の改善に引続き注力してまい

ります。

セグメント別の業績については、「日本」は自動車関連と電子機器関連の一部に動きがあったもの

の、全般的に盛上がりに欠ける営業環境が続き、売上高、利益とも厳しい状況となりました。同地区の売

上高は8,639百万円(同12.4％減)、セグメント利益(営業利益)は536百万円(同55.4％減)となっており

ます。

  「アジア」では、一応の在庫・生産調整を終え動きもいくつかでてきましたが、力強さに欠ける動き

になりました。当社グループは、効率重視の設備投資と原価低減活動を一層強化し利益の確保に注力し

ております。この地区での売上高は5,100百万円(同10.8％減)、セグメント利益(営業利益)は234百万円

(同45.3％減)となっております。

  「北米」では、引続き不安定な需要動向となっておりますが、新製品の投入とＰＣＢドリル以外の事

業の強化に注力しており、売上高が704百万円(同6.1％減)、セグメント利益(営業利益)が66百万円(同

12.6％減)となっております。 

  「欧州」では、厳しい営業環境が続いておりますが、効率重視の営業展開を徹底して利益の確保に努

めております。この地区の売上高は454百万円(同23.0％減)、セグメント利益(営業利益)は22百万円(同

30.1％増)となっております。

　
（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,571百万円増加し21,503百万

円となりました。これは主に、現金及び預金の1,569百万円の増加および受取手形及び売掛金の186百万

円の減少によるものであります。

固定資産は、同2,376百万円減少し26,579百万円となっております。これは主に、有形固定資産の926

百万円の減少と投資有価証券の減少を主因とする投資その他の資産合計が1,473百万円減少したこと

によります。

このようなことから、当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ804百万

円減少し48,082百万円となっております。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ990百万円減少し2,148百万円となっております。支払手形及び

買掛金の179百万円の減少、未払金の831百万円の減少および賞与引当金の202百万円の増加などが、主

な変動項目でした。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ185百万円増加し45,934百万円となっております。利益剰余

金の290百万円の減少、純資産の減算項目である自己株式の141百万円の増加および純資産減額項目で

ある為替換算調整勘定の528百万円の改善が主な変動要因です。
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(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および新た

に生じた課題はありません。

　

(４) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。なお、この期

間の研究開発費の総額は917百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年10月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,098,490 23,098,490
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 23,098,490 23,098,490― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月１日～
  平成24年８月31日

― 23,098,490 ― 2,998,505 ― 3,020,484

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   1,796,500

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式  21,249,200212,492 同上

単元未満株式 普通株式      52,790― 同上

発行済株式総数 23,098,490― ―

総株主の議決権 ― 212,492 ―

(注)１「完全議決権株式(その他)」欄には証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権4個)含まれております。

２「単元未満株式」には当社所有の自己株式12株が含まれております。

３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成24年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成24年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ユニオンツール株式会社

東京都品川区南大井
六丁目17番１号

1,796,500― 1,796,5007.77

計 ― 1,796,500― 1,796,5007.77

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年６月１日

から平成24年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年12月１日から平成24年８月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,123,833 5,693,743

受取手形及び売掛金 6,104,869 5,918,702

有価証券 2,700,535 2,803,842

商品及び製品 3,826,619 3,912,107

仕掛品 750,388 706,490

原材料及び貯蔵品 1,639,413 1,607,464

その他 805,427 902,428

貸倒引当金 △19,643 △41,353

流動資産合計 19,931,444 21,503,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,681,182 5,475,451

機械装置及び運搬具（純額） 7,566,680 7,225,396

工具、器具及び備品（純額） 228,861 198,092

土地 6,096,656 5,635,040

建設仮勘定 263,528 376,767

有形固定資産合計 19,836,908 18,910,749

無形固定資産 60,147 83,310

投資その他の資産

投資有価証券 7,851,662 6,499,971

繰延税金資産 431,906 323,153

その他 775,560 762,311

投資その他の資産合計 9,059,129 7,585,437

固定資産合計 28,956,185 26,579,496

資産合計 48,887,630 48,082,923
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 829,245 650,052

未払金 1,004,404 173,384

未払費用 554,011 497,890

未払法人税等 125,127 58,233

賞与引当金 197,945 400,782

その他 120,478 62,586

流動負債合計 2,831,211 1,842,930

固定負債

長期未払金 239,008 239,008

繰延税金負債 226 234

その他 68,301 66,142

固定負債合計 307,536 305,385

負債合計 3,138,748 2,148,315

純資産の部

株主資本

資本金 2,998,505 2,998,505

資本剰余金 3,037,239 3,037,239

利益剰余金 48,057,229 47,766,647

自己株式 △4,451,869 △4,593,114

株主資本合計 49,641,104 49,209,277

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 296,786 385,860

為替換算調整勘定 △4,189,008 △3,660,530

その他の包括利益累計額合計 △3,892,222 △3,274,670

純資産合計 45,748,882 45,934,607

負債純資産合計 48,887,630 48,082,923
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年８月31日)

売上高 13,376,865 12,201,266

売上原価 8,791,903 8,403,496

売上総利益 4,584,961 3,797,770

販売費及び一般管理費 ※
 2,850,272

※
 2,971,696

営業利益 1,734,689 826,073

営業外収益

受取利息 41,178 35,159

受取配当金 93,270 79,323

固定資産賃貸料 47,602 52,618

その他 95,301 78,396

営業外収益合計 277,352 245,496

営業外費用

支払利息 636 123

有価証券売却損 5,640 －

売上割引 16,578 13,327

為替差損 78,716 14,737

減価償却費 32,647 42,315

その他 15,747 20,776

営業外費用合計 149,967 91,279

経常利益 1,862,075 980,291

特別利益

固定資産売却益 42,209 488

貸倒引当金戻入額 9,752 －

特別利益合計 51,961 488

特別損失

固定資産除売却損 19,942 81,709

投資有価証券評価損 － 292,029

投資有価証券売却損 － 15,535

特別損失合計 19,942 389,274

税金等調整前四半期純利益 1,894,094 591,505

法人税、住民税及び事業税 679,078 243,812

法人税等調整額 △136,735 16,331

法人税等合計 542,343 260,143

少数株主損益調整前四半期純利益 1,351,750 331,361

四半期純利益 1,351,750 331,361
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,351,750 331,361

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △113,953 89,074

為替換算調整勘定 46,195 528,477

その他の包括利益合計 △67,757 617,551

四半期包括利益 1,283,993 948,913

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,283,993 948,913

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日  至  平成24年８月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行なわれる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）および「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用してお

ります。

　

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日 至 平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日 至 平成24年８月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 143,829千円

給料・賞与 818,010千円

賞与引当金繰入額 130,313千円

退職給付費用 51,563千円

減価償却費 72,515千円

試験研究費 355,647千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 153,130千円

給料・賞与 824,180千円

賞与引当金繰入額 114,161千円

退職給付費用 52,087千円

減価償却費 203,542千円

試験研究費 281,180千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日 至 平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日 至 平成24年８月31日)

減価消却費              1,462,890千円 減価消却費            1,583,150千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月24日
定時株主総会

普通株式 436,045 20平成22年11月30日 平成23年２月25日 利益剰余金

平成23年７月８日
取締役会

普通株式 327,033 15平成23年５月31日 平成23年８月12日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成23年７月20日付の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行ないました。これにより、当

第３四半期連結累計期間において自己株式が828百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において

4,451百万円となっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年８月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月28日
定時株主総会

普通株式 319,533 15平成23年11月30日 平成24年２月29日 利益剰余金

平成24年７月６日
取締役会

普通株式 319,529 15平成24年５月31日 平成24年８月13日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年７月25日付の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行ないました。これにより、当

第３四半期連結累計期間において自己株式が140百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において

4,593百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント 調整額

(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額(注2)日本 アジア 北米 欧州 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,536,7655,499,416750,222590,46113,376,865 ― 13,376,865

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,330,183221,594 253 2313,552,261△3,552,261 ―

計 9,866,9485,721,010750,476590,69216,929,127△3,552,26113,376,865

セグメント利益 1,201,628428,29875,97017,3121,723,20911,4791,734,689

（注）1　セグメント利益の調整額11,479千円は、セグメント間取引消去によるものであります。
　　　2　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント 調整額

(注1)

四半期連結
損益計算書
計上額(注2)日本 アジア 北米 欧州 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,084,6234,958,228704,032454,38212,201,266 ― 12,201,266

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,554,826142,143 341 3112,697,623△2,697,623 ―

計 8,639,4495,100,371704,374454,69314,898,890△2,697,62312,201,266

セグメント利益 536,280234,44166,43222,522859,675△33,601826,073

 （注）１ セグメント利益の調整額△33,601千円は、セグメント間取引消去によるものであります。
     ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 62円13銭 15円56銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 1,351,750 331,361

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,351,750 331,361

    普通株式の期中平均株式数(千株) 21,753 21,293

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。　　　　　　　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】
平成24年７月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。
    （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・319,529千円
    （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・15円
    （ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日・・・平成24年８月13日
 (注)平成24年５月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し支払いを行ないました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月12日

ユニオンツール株式会社

取 締 役 会  御中

　

有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　遠　　藤　　康　　彦　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　淡　　島　　國　　和　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユ
ニオンツール株式会社の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会
計期間(平成24年６月１日から平成24年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年12月１日か
ら平成24年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計
算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国におい
て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニオンツール株式会社及び連結子会社の
平成24年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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